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 第 2 章では、中性電解液中での電極近傍の局所 pH 変化についての測定法を確立して









pH 変化は電解質濃度に依存しないことを明らかにしている。  
 第 3 章では、飽和濃度の有機スルホン酸塩を溶解させた水溶液を ARLB の電解液と
して用いることで、高電位正極である LiNi0.5Mn1. 5O4 の Li+イオン挿入脱離反応が水溶
液中で進行することを初めて見出している。この電極の反応電位は 1.7 V (vs. SHE)と、
用いた中性の電解液における熱力学的な酸素発生電位よりも 0.9 V も高く、電位窓の貴
電位側への拡張がこの電極の動作を可能にしている。この電位窓の拡張の理由につい
ては、水濃度の低下に加えて、有機スルホン酸アニオンが電極に吸着して水の侵入を
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防いでいることが示唆されている。  
 第 4 章では、鎖長や構造の異なる 5 つの有機スルホン酸の飽和水溶液を ARLB の電





 第 5 章では、ARLB の電解液としても利用されている疎水性イオン液体（ IL）－水
（W）の二相系に着目し、その IL 相の熱力学的性質について調べている。 IL－W の二
相系は平衡状態においては、 IL 相に微量の水が混入しており、 IL 相の特性の理解は高
濃度電解液の理解にもつながると期待できる。イミダゾリウム塩およびアンモニウム






















2. 電極近傍の局所 pH 変化について、新規な電気化学測定法を構築して、実測する
とともに、実測値と理論値との整合性もあることを明確にした。  
3. 有機スルホン酸塩を溶解させた電解液を調製し、電位窓を高電位側に拡大させる












論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 31 年 2 月 
22 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課
程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表
に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
